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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第36期

第１四半期累計期間
第37期

第１四半期累計期間
第36期

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日

売上高 (千円) 2,300,055 2,381,130 9,104,391

経常利益 (千円) 670,724 678,815 2,220,309

四半期(当期)純利益 (千円) 411,131 429,172 1,355,816

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,778,330 1,778,330 1,778,330

発行済株式総数 (株) 16,670,000 16,670,000 16,670,000

純資産額 (千円) 13,585,822 14,561,094 14,330,678

総資産額 (千円) 16,244,570 17,586,470 17,314,395

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 24.67 25.75 81.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 24.00

自己資本比率 (％) 83.6 82.8 82.8
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成していませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移　

については記載していません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載していません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してい

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要な事象等は存在していません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものです。

 

（1）業績の状況

当第１四半期累計期間（10月～12月）は、学習塾の運営上では２学期の後半と冬期講習の時期にあたりますが、

この間の当社の生徒数は当初の想定範囲内での順調な推移をたどっています。小中学生部門、高校生部門を合わせ

た塾生総数は、期中平均で前年同四半期比3.5％増です。25年２月に８年ぶりの抜本的改変となった公立高校の新

入試制度は、この２年間で、その複雑性と難度アップという特徴が広く知られるところとなってきています。その

影響もあってか、夏以降の入会に関する生徒・保護者の動向は、26年４月の消費税増税時の「入会先送り現象」と

も言うべき状況から徐々に脱しつつあります。

　このように、第１四半期においては、生徒人数の推移は予想通りの展開となっていますが、今後については断定

的な判断は避けたいと思っています。第２四半期中の２月には、神奈川県の公立高校、そして首都圏の私立・国立

高校の合格発表が一斉に行われます。これらの合格発表でのステップの塾生の合格状況は、今春の募集に大きな影

響をもたらします。目下、昨春の合否結果を分析した詳細なデータを活かして、過去最高の実績を達成した昨春以

上の合格実績を実現すべく全力をあげている最中です。

　当社が小中学生部門と同時に注力している高校生部門は、少子化と大学定員の拡充を背景として、大きな環境変

化が進行中です。「大学全入時代」という表現が聞かれますが、当社は、部活動や学校行事を含む多面的な高校生

活を充実させながら、同時に志望大学への現役合格も実現させるという公立高校生の切実なニーズに正面から応え

るべく、ライブ授業をメインに、授業内容の充実と柔軟なシステム作りに努めてまいりました。今春の大学進学実

績において、その成果の一端を示すことができるよう全力を傾けているところです。

　基本的な流れとしての少子化は神奈川県でも継続して進行しており、学習塾間の競合関係が厳しくなることは

あっても緩やかになることは予想しがたい状況です。

　このような状況の中で、教務力の強化を主軸に、指導内容と教務システムをさらに磨き上げていく所存です。

　当事業年度中の新規開校は、小中学生部門では当社が注力している横浜北部地区、横浜東部地区内のたまプラー

ザ、江田、大倉山東の計３スクールを予定しています。また、高校生部門は戸塚、センター南の２校の開校を決定

しています。

 
当第１四半期累計期間の売上高は2,381百万円（前年同四半期比3.5％増）、営業利益は666百万円（前年同四半

期比0.7％増）、経常利益は678百万円（前年同四半期比1.2％増）、四半期純利益は429百万円（前年同四半期比

4.4％増）となりました。
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（2）財政状態の分析

① 資産

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末比272百万円増の17,586百万円となりました。

　流動資産は、現金及び預金の増加等により前事業年度末比276百万円増の3,099百万円となりました。

　固定資産は、減価償却実施による減少等により前事業年度末比４百万円減の14,486百万円となりました。

 

② 負債

当第１四半期会計期間末における負債は、前事業年度末比41百万円増の3,025百万円となりました。

　流動負債は、未払法人税等の減少等はありましたが、賞与引当金の増加等により、前事業年度末比167百万円増

の1,918百万円となりました。

　固定負債は、長期借入金の返済等により前事業年度末比126百万円減の1,107百万円となりました。

 

③ 純資産

当第１四半期会計期間末における純資産は、配当金の支払がありましたが、四半期純利益の計上等により、前事

業年度末比230百万円増の14,561百万円となりました。

　その結果、自己資本比率は前事業年度末と変わらず82.8％となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 46,880,000

計 46,880,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,670,000 16,670,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株です。

計 16,670,000 16,670,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 16,670 ― 1,778,330 ― 1,851,330
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしています。

 

① 【発行済株式】

    平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 1,600 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 16,666,700 166,667 ―

単元未満株式 普通株式 1,700 ― ―

発行済株式総数 16,670,000 ― ―

総株主の議決権 ― 166,667 ―
 

(注)「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構の株式が1,000株含まれています。また、「議決権の

数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれています。

 

② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ステップ 神奈川県藤沢市藤沢602番地 1,600 ― 1,600 0.00

計 ― 1,600 ― 1,600 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ステップ(E04925)

四半期報告書

 6/14



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成26年10月１日から平成26年

12月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成26年10月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けています。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成していません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年９月30日)
当第１四半期会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,562,525 2,731,540

  売掛金 49,466 82,825

  たな卸資産 27,528 28,591

  その他 184,595 258,751

  貸倒引当金 △1,060 △1,855

  流動資産合計 2,823,055 3,099,854

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 6,140,530 6,106,525

   土地 7,529,385 7,529,385

   その他（純額） 187,225 204,831

   有形固定資産合計 13,857,141 13,840,741

  無形固定資産 32,729 30,981

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 414,118 421,830

   その他 187,350 193,061

   投資その他の資産合計 601,468 614,892

  固定資産合計 14,491,340 14,486,615

 資産合計 17,314,395 17,586,470

負債の部   

 流動負債   

  1年内返済予定の長期借入金 631,732 583,904

  リース債務 13,929 14,126

  未払金 64,015 89,938

  未払法人税等 475,884 313,517

  賞与引当金 67,458 240,088

  その他 497,298 676,489

  流動負債合計 1,750,319 1,918,064

 固定負債   

  長期借入金 909,575 781,346

  リース債務 25,893 27,000

  役員退職慰労引当金 140,700 140,700

  資産除去債務 146,701 147,659

  その他 10,527 10,605

  固定負債合計 1,233,397 1,107,311

 負債合計 2,983,717 3,025,375
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年９月30日)
当第１四半期会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,778,330 1,778,330

  資本剰余金 2,072,251 2,072,251

  利益剰余金 10,477,168 10,706,320

  自己株式 △464 △464

  株主資本合計 14,327,285 14,556,437

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 3,392 4,657

  評価・換算差額等合計 3,392 4,657

 純資産合計 14,330,678 14,561,094

負債純資産合計 17,314,395 17,586,470
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 2,300,055 2,381,130

売上原価 1,485,946 1,577,862

売上総利益 814,109 803,267

販売費及び一般管理費 151,740 136,499

営業利益 662,368 666,767

営業外収益   

 受取利息 17 19

 受取家賃 21,552 22,284

 その他 1,998 3,444

 営業外収益合計 23,568 25,747

営業外費用   

 支払利息 3,254 1,784

 賃貸費用 11,915 11,879

 その他 44 36

 営業外費用合計 15,213 13,700

経常利益 670,724 678,815

特別損失   

 減損損失 1,259 145

 特別損失合計 1,259 145

税引前四半期純利益 669,464 678,669

法人税、住民税及び事業税 311,823 306,951

法人税等調整額 △53,490 △57,454

法人税等合計 258,332 249,497

四半期純利益 411,131 429,172
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期累計期間に

係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりです。

 
前第１四半期累計期間

(自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 98,833千円 95,690円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月13日
定時株主総会

普通株式 200,020 12.00 平成25年９月30日 平成25年12月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月12日
定時株主総会

普通株式 200,020 12.00 平成26年９月30日 平成26年12月15日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、学習塾事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 

項目
前第１四半期累計期間

(自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益金額 24円67銭 25円75銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 411,131 429,172

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 411,131 429,172

    普通株式の期中平均株式数(株) 16,668,367 16,668,367
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月３日

株式会社ステップ

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   水　 野 　 雅 　史  印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   細　 野 　 和 　寿  印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ステッ

プの平成26年10月１日から平成27年９月30日までの第37期事業年度の第１四半期会計期間(平成26年10月１日から平成26

年12月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成26年10月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ステップの平成26年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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